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1
成
田
俊
治
一
既
に
ひ
じ
り
の
性
格
虱
は
そ
の
形
態
に
つ
い
て
臉
多
ズ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
現
在
で
は
ひ
む
り
の
象
と
云
う
も
の
が
可
成
り
明
瞭
に
打
出
さ
れ
て
い
る
。
し
轟
し
今
一
度
振
り
返
つ
て
み
る
と
、
普
遍
的
な
「
ひ
じ
り
」
と
云
う
も
の
の
概
念
の
他
に
何
か
特
殃
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
さ
て
ひ
じ
り
叱
云
う
言
葉
が
、
特
に
道
心
堅
固
・
持
戒
忍
辱
の
行
者
、
或
は
殿
堂
の
形
式
的
な
生
活
か
ら
離
れ
真
の
宗
教
的
信
念
を
求
め
よ
う
と
し
た
隠
遁
の
行
者
に
対
す
る
尊
称
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
奈
良
朝
末
以
後
の
各
種
資
料
の
中
か
ら
充
、分
窺
え
る
所
-で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
の
宗
教
的
活
動
と
云
う
も
の
が
、
自
利
利
他
的
な
、
し
か
も
そ
れ
が
民
衆
と
の
接
触
に
於
て
民
衆
教
化
の
立
場
に
立
つ
と
云
う
所
に
特
色
が
見
出
せ
る
。
と
云
う
事
は
、
律
令
国
家
に
於
け
る
僧
尼
令
に
規
定
す
る
法
令
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
、
道
昭
或
は
行
基
的
な
形
態
を
持
つ
て
い
た
こ
と
、
更
に
国
家
の
保
護
と
統
制
の
下
に
成
長
し
た
仏
教
が
、
時
代
を
経
る
に
従
つ
て
貴
族
化
し
又
形
式
化
・
匱
俗
化
し
た
の
に
対
し
、
彼
等
は
そ
の
中
か
ら
真
の
宗
教
的
欲
求
に
醒
め
、
求
道
の
生
活
を
維
特
し
、
民
間
に
仏
教
を
弘
め
た
と
宏
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
彼
等
の
活
動
或
は
そ
の
修
善
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て
、
山
林
抖
撒
の
呪
験
行
者
、
念
仏
行
者
、
起
塔
、
造
橡
、
写
経
な
ど
の
修
善
勧
進
行
者
、
又
社
会
事
業
を
主
と
す
る
修
善
行
者
と
分
類
出
来
得
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
取
上
げ
る
の
は
山
林
抖
撒
の
呪
験
行
者
の
一
群
で
あ
る
。
こ
の
一
群
の
宗
教
的
活
動
を
見
る
時
、
山
林
抖
撒
の
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
行
わ
れ
た
巡
歴
の
遊
行
者
修
行
者
の
一
群
と
、
山
中
隠
遁
の
孤
独
的
な
定
住
仙
者
と
の
二
つ
の
型
が
見
出
せ
る
。
両
者
共
に
民
衆
と
の
接
触
な
く
、
名
山
幽
谷
に
小
乗
的
自
己
解
脱
の
為
の
修
練
を
励
み
、
そ
の
神
験
や
風
格
に
何
か
幻
想
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
遊
行
と
隠
住
と
の
二
つ
の
型
を
、
修
行
の
一
段
階
と
し
て
見
る
か
或
は
別
個
の
修
行
方
法
と
し
て
見
る
か
は
別
と
し
て
、
そ
れ
等
呪
験
行
者
の
性
質
或
は
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
他
に
何
か
仏
教
的
な
も
の
の
外
に
他
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
る
な
ら
ば
基
本
的
な
根
底
を
な
す
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
自
己
解
脱
の
為
の
隠
遁
で
あ
り
又
苦
行
練
行
で
は
あ
る
が
、
そ
の
修
行
方
法
或
は
目
的
に
於
て
他
の
ひ
じ
り
と
は
少
し
く
性
格
を
異
に
し
た
特
殊
な
面
を
持
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
所
に
中
心
課
題
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
問
題
を
漸
次
解
明
し
て
行
こ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
意
図
し
た
所
で
あ
る
。
二
ひ
じ
り
と
云
う
語
が
仏
教
的
な
意
味
で
懐
わ
れ
出
し
た
の
は
、
奈
良
後
期
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
で
あ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
才
十
九
に
云
う
猿
聖
、
或
は
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
の
条
(
八
五
〇
)
に
云
う
灼
然
聖
人
、
又
同
書
斉
衡
元
年
(
八
五
四
)
七
月
二
十
三
日
の
条
に
行
う
断
穀
聖
人
又
米
糞
聖
等
、
山
中
に
止
住
し
て
精
進
練
行
し
或
は
穀
を
食
す
る
を
断
つ
て
神
泉
苑
に
於
て
雲
会
す
る
庶
民
を
教
化
し
、
或
は
経
典
'
を
読
誦
し
て
お
り
、
断
穀
不
食
、
山
頂
止
住
の
精
進
練
行
僧
或
は
呪
験
力
を
持
つ
た
修
行
者
を
ひ
じ
り
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
又
藤
原
期
の
『
法
華
験
記
』
等
に
ょ
れ
ば
、
そ
の
行
業
・
住
処
・
風
体
或
は
そ
の
修
行
地
に
ょ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
冠
し
た
ひ
じ
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
所
で
、
こ
う
し
た
仏
教
的
な
ひ
じ
り
以
外
に
「
ひ
じ
り
」
と
云
う
言
葉
は
、
既
に
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
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『
万
葉
集
』
等
に
見
え
て
い
る
。
即
ち
『
古
事
記
』
巻
下
大
雀
命
(
仁
徳
天
皇
)
の
条
に
「
是
以
百
讐
栄
不
ゾ苦
二盤
故
妻
世
脚講
響
塾
也
」
と
記
し
、
又
『
万
葉
集
』
才
一
柿
本
人
磨
の
歌
に
タ
マ
ダ
ス
キ
ヒ
ジ
リ
ミ
ヨ
ユ
「
王
手
次
、
敏
火
之
山
乃
橿
原
乃
、
日
知
之
御
世
従
」
と
詠
み
、
又
『
日
本
書
紀
』
巻
三
六
垂
仁
天
皇
記
に
は
「
遠
住
鸞
粥
、螽
.
蹈
冨
.遙
度
堪
.丞
ぜ
莚
.国
.則
袵
.伽
欝
繕
蹄
所
熨
.」
と
あ
り
、
又
同
書
巻
三
十
四
、
雄
略
天
皇
記
に
も
蒲
嶋
.子
驫
毳
相
.遡
匕X
海
.到
憲
影
.茜
冨
"側
響
と
あ
り
、
「
聖
」
「
日
知
」
の
他
に
「
神
仙
」
「
仙
衆
」
も
ひ
じ
り
と
読
ま
し
め
て
い
る
。
勿
論
こ
の
場
合
の
、
聖
、
日
知
、
神
仙
、
仙
衆
は
僧
に
対
し
て
の
呼
称
で
は
な
く
、
所
謂
凡
俗
を
超
越
し
た
人
、
或
は
政
治
に
於
け
る
最
一ロ同
権
威
者
を
修
飾
す
る
語
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
り
、
仏
教
で
云
う
ひ
じ
り
と
は
全
く
概
念
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
日
本
書
紀
」
「
古
事
記
」
等
で
云
う
ひ
じ
り
が
、
聖
天
子
、
大
人
を
指
し
、
又
現
世
と
次
元
を
異
に
し
た
常
世
国
、
蓬
茉
国
に
住
む
所
謂
仙
人
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
ひ
じ
り
が
呪
験
力
を
持
ち
苦
修
練
行
す
る
隠
遁
せ
る
僧
に
付
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
間
に
思
想
的
な
関
連
が
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
に
つ
い
て
東
京
学
大
の
千
々
知
実
氏
に
ょ
れ
ば
「
仏
教
・
儒
教
よ
り
以
上
に
中
華
的
匱
界
の
最
大
の
潮
流
で
あ
つ
た
道
家
・
道
教
の
思
想
園
内
に
さ
ら
さ
れ
て
大
陸
文
化
が
流
伝
し
、
或
は
積
極
的
に
こ
れ
を
採
り
入
れ
た
当
時
の
日
本
で
、
道
家
。
道
教
が
修
行
目
標
と
す
る
『
真
人
』
な
る
鵬
語
の
音
読
が
俵
来
し
て
転
訛
し
て
ヒ
ジ
リ
と
云
う
全
く
国
語
訓
み
と
ま
が
う
種
の
言
葉
が
成
立
し
、
「
真
人
」
以
外
に
「
神
仙
」
「
仙
衆
」
「
群
仙
」
を
も
ヒ
ジ
リ
と
訓
む
様
に
な
り
、
更
に
こ
れ
が
儒
仙僭考97
教
的
な
『
警
の
文
字
に
も
あ
て
ら
れ
て
・
ス
メ
ラ
・
コ
あ
最
高
の
理
想
と
も
讃
辞
と
も
な
り
・
或
は
仏
教
上
の
『
警
の
文
字
に
も
あ
て
ら
れ
て
遁
世
僧
に
も
用
い
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
・
こ
の
ひ
じ
り
の
語
原
的
な
考
察
に
つ
い
て
、
こ
の
方
面
で
は
素
人
の
境
を
出
な
い
筆
者
に
は
批
判
を
す
る
余
地
は
な
い
添
、
ひ
じ
り
と
云
う
言
葉
が
仏
教
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
以
前
に
既
に
あ
つ
た
事
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
道
家
・
道
教
の
真
人
か
ら
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
云
う
聖
、
神
仙
、
仙
衆
と
な
り
、
又
仏
教
上
の
聖
に
も
用
い
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
事
は
一
応
首
肯
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
が
仏
教
上
の
聖
に
用
い
ら
れ
た
の
は
『
日
本
釈
名
』
巻
中
に
「
聖
、
ひ
は
美
称
な
り
、
ひ
い
で
た
る
な
り
、
し
り
は
知
る
な
り
。
聖
人
は
上
知
の
人
な
れ
ば
、
萬
世
に
ひ
い
で
て
道
を
知
る
」
人
郎
ち
智
徳
の
秀
で
勝
れ
た
る
者
を
ひ
じ
り
と
呼
ぶ
概
念
と
、
仏
教
で
云
う
凡
俗
を
超
越
し
た
隠
遁
し
た
僧
に
附
し
た
概
念
と
は
、
共
に
そ
の
根
底
を
貫
く
も
の
に
相
共
通
す
る
も
の
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
共
通
し
た
も
の
を
持
つ
仏
教
の
ひ
じ
り
の
修
行
形
態
を
見
る
詩
、
仙
衆
、
神
仙
或
は
群
仙
を
ひ
じ
り
と
読
ま
し
め
、
仏
教
上
の
聖
の
文
字
に
あ
て
ら
れ
て
遁
匿
僧
に
用
い
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
と
云
う
言
葉
の
上
か
ら
の
転
訛
の
み
で
な
く
、
そ
の
根
底
に
あ
る
神
仙
思
想
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
、い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
三
さ
て
、
右
に
述
べ
た
如
き
神
仙
思
想
の
影
響
、
或
は
初
期
ひ
じ
り
の
修
行
形
態
に
神
仙
的
な
色
彩
を
持
つ
て
い
る
と
は
云
い
乍
ら
、
之
が
全
て
の
ひ
じ
り
に
云
い
得
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
所
謂
山
の
ひ
じ
り
の
一
群
で
あ
り
、
山
の
ひ
じ
り
と
云
う
も
の
が
、
山
林
抖
黴
の
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
行
わ
れ
た
名
山
幽
谷
を
巡
歴
す
る
遊
行
的
な
一
群
と
、
山
中
に
隠
遁
し
て
定
住
す
る
一
群
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
後
者
が
同
じ
ひ
じ
り
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
特
-に
仙
者
と
云
い
、
又
民
8
衆
と
の
接
触
な
く
名
山
幽
谷
に
小
乗
的
な
自
己
解
脱
の
為
の
修
練
を
励
み
、
そ
の
神
験
や
風
格
に
何
か
幻
想
的
9
な
も
の
さ
え
感
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
『
本
朝
法
華
験
記
』
中
、
矛
五
十
五
古
仙
霊
洞
法
空
法
師
の
条
に
「
巡
礼
二
荒
慈
光
寺
東
国
諸
山
、
即
於
其
間
、
尋
得
人
跡
不
通
古
仙
霊
洞
、
見
其
仙
洞
、
以
五
色
苔
葺
其
洞
上
、
以
五
色
苔
為
扉
、
為
隔
、
為
板
敷
為
臥
具
、
乃
至
敷
前
庭
、
聖
人
得
此
仙
洞
、
心
生
歓
喜
、
永
離
人
間
、
籠
居
仙
洞
、
以
青
苔
綴
袈
裟
裳
、
以
為
所
服
、
山
鳥
態
鹿
、
纔
来
為
仏
、
妙
法
薫
修
、
自
然
顕
現
」
と
、
法
空
が
各
国
諸
山
を
巡
歴
中
に
五
色
の
苔
で
囲
ま
れ
た
古
仙
霊
洞
を
尋
ね
、
そ
の
苔
を
臥
具
と
し
て
永
く
人
界
を
離
れ
て
そ
の
仙
洞
に
籠
つ
て
修
行
し
た
と
云
い
、
又
同
書
四
十
四
陽
勝
仙
人
の
条
に
は
、
「
登
金
峯
山
、
尋
仙
旧
室
、
籠
住
南
京
牟
田
寺
、
習
仙
方
法
-
中
略
-
余
住
此
山
五
十
余
才
、
生
年
八
十
有
余
、
我
得
仙
道
、
飛
行
自
在
、
昇
天
入
也
」
と
あ
り
、
金
峯
山
に
登
つ
て
仙
旧
室
を
尋
ね
、,
仙
人
と
な
る
方
法
を
習
い
、
後
仙
道
を
体
得
し
て
天
に
昇
つ
た
と
云
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
空
が
法
隆
寺
の
僧
で
法
華
持
経
者
で
あ
り
、
又
陽
勝
が
叡
山
に
登
つ
て
法
華
を
暗
誦
し
、
止
観
を
習
字
し
た
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
修
行
方
法
に
神
仙
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
所
謂
俗
を
離
れ
て
仙
人
の
住
む
山
に
入
り
不
老
不
死
の
術
を
修
し
、
仙
人
と
な
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
陽
勝
は
コ
最
初
断
穀
、
菜
蔬
為
食
、
口
離
凄
食
、
衣
食
二
種
、
永
離
稀
望
」
の
「
習
仙
方
法
」
つ
て
仙
人
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
遂
に
「
陽
勝
己
成
仙
人
」
と
吉
野
練
行
僧
恩
真
が
云
つ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
彼
が
仙
人
と
な
る
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
ゆ
又
同
書
十
八
に
は
、
断
食
苦
行
し
、
懺
悔
修
行
し
て
年
月
を
送
つ
て
い
た
一
沙
門
が
夢
で
比
良
山
峰
に
一
仙
僧
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
比
良
山
に
入
り
東
西
を
馳
せ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
至
平
正
処
、
縦
広
相
構
、
三
方
倶
下
、
仙僊考99
一苔
敷
篠
生
、
量
纔
二
丈
、
有
一
器
洞
、
希
有
絶
妙
、
有
大
松
樹
、
根
宿
崑
上
、
枝
葉
四
垂
、
覆
洞
前
庭
、
風
吹
松
声
不
異
音
楽
、
雨
降
如
笠
不
湿
庭
上
、
熱
時
松
能
作
清
冷
影
、
寒
時
任
運
施
煙
温
気
」
所
に
あ
つ
て
「
血
完
都
尽
、
但
有
皮
骨
、
形
貌
奇
異
、
着
青
苔
衣
」
し
た
一
聖
人
あ
つ
て
、
こ
の
比
丘
に
告
げ
て
言
う
「
我
是
興
福
寺
僧
、
法
相
宗
学
徒
、
号
日
蓮
寂
、
我
見
法
華
汝
若
不
取
後
必
憂
悔
文
、
始
発
菩
提
心
・
見
寂
莫
無
人
声
読
誦
此
経
典
我
爾
時
、
為
現
清
浄
光
明
身
文
、
永
去
本
寺
跡
交
山
林
、
於
治
養
身
哀
護
命
事
、
永
生
厭
離
、
積
功
累
徳
、
自
作
仙
人
、
往
還
遊
行
山
嶽
峰
谷
、
宿
縁
所
追
来
住
此
山
、
我
離
人
間
、
厭
世
以
後
」
と
修
行
し
、
功
徳
を
積
ん
だ
後
自
ら
仙
人
と
な
つ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
勿
論
ひ
じ
り
と
云
う
も
の
が
、
そ
の
根
底
を
貫
く
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
自
己
解
脱
の
為
の
隠
遁
で
あ
り
苦
行
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
の
ひ
じ
り
と
は
仙
を
習
う
或
は
仙
洞
に
入
る
と
か
或
は
自
ら
仙
人
に
な
る
と
か
云
う
点
を
異
に
し
て
い
・る
の
で
あ
る
。
他
の
ひ
じ
り
の
共
通
概
念
で
あ
る
庶
民
と
の
接
触
或
は
宗
教
的
職
能
者
で
あ
る
。
又
自
利
利
他
的
で
あ
る
と
云
う
事
か
ら
離
れ
て
、
自
利
的
で
あ
り
且
.
仏
道
修
行
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
不
老
不
死
の
仙
人
と
な
る
べ
き
神
仙
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
四
所
で
、
こ
う
し
た
ひ
じ
り
の
持
つ
仙
人
的
な
要
素
と
云
う
も
の
は
経
典
中
に
も
見
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
大
方
等
大
集
経
才
四
十
一
星
宿
品
に
「
仙
聖
と
は
梵
行
を
修
す
る
人
な
り
」
と
云
い
、
又
法
華
経
矛
四
提
婆
達
多
品
に
「
王
は
仙
の
言
を
聞
き
て
歓
喜
踊
躍
し
、
即
ち
仙
人
に
随
い
て
所
須
に
供
給
し
、
菓
を
採
り
水
を
汲
み
、
薪
を
拾
ひ
食
を
設
け
、
乃
至
身
を
以
て
床
座
と
為
す
」
と
云
い
、
又
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
下
、
或
は
大
仏
頂
首
甥
厳
経
才
八
等
に
は
、
山
河
林
藪
に
住
し
菓
を
食
い
水
を
飲
み
、
五
通
自
在
で
虚
空
を
遊
行
す
る
も
の
を
仙
人
と
名
づ
け
、
そ
の
中
に
十
種
の
別
あ
る
こ
と
を
説
き
、
共
に
人
界
を
離
れ
て
不
老
不
死
を
得
て
い
る
こ
と
を
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述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仙
人
の
種
類
或
は
そ
の
修
行
方
法
を
日
本
に
於
け
る
山
林
居
住
の
ひ
じ
り
達
が
そ
の
思
想
を
受
け
ズ
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
中
国
古
来
の
国
有
信
仰
で
あ
る
神
仙
思
想
に
も
影
響
さ
れ
て
い
る
事
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
神
仙
思
想
の
我
国
に
流
伝
す
る
に
至
つ
た
の
は
極
め
て
古
い
と
云
わ
れ
て
お
り
、
西
田
長
男
氏
に
よ
れ
ば
『
目
本
書
紀
』
推
古
天
皇
三
十
四
年
五
月
二
日
の
条
「
曇
飛
鳥
河
之
豊
乃
庭
中
開
憩
旭
仍
興
刷小
嶋
於
池
冲
故
覧
日
二嶋
大
芒
を
挙
げ
、
庭
中
に
造
り
た
と
云
う
小
嶋
は
、
恐
ら
く
蓬
莱
・
瀛
洲
の
二
島
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
此
に
は
神
仙
が
住
む
と
考
え
ら
れ
セ
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
聖
武
天
皇
の
松
林
園
や
、
平
安
期
初
期
の
代
表
的
庭
園
た
る
神
泉
苑
に
も
、
こ
の
池
と
嶋
と
が
あ
り
、
是
等
が
何
れ
も
漢
武
帝
の
上
林
♂園
等
の
様
式
に
従
つ
て
造
営
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
大
陸
の
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
と
云
わ
れ
で
い
る
。
こ
う
し
た
小
嶋
或
は
山
に
神
仙
が
住
ん
で
い
る
と
云
う
思
想
は
、
現
存
最
古
の
漢
詩
集
と
鼓
わ
れ
て
い
る
『
懐
風
藻
』
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
作
者
が
『
神
仙
の
迹
を
訪
う
」
と
か
「
仙
霊
の
宅
」
或
は
「
姑
射
遁
汰
貧
腔
巖
索
噛
神
仙
」
と
か
云
う
様
に
表
現
し
て
お
り
、
現
実
世
界
に
そ
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
レ
て
現
実
に
り
い
る
と
云
う
理
想
的
人
間
嫁
を
、
列
子
の
黄
帝
篇
に
、
「
列
姑
射
山
在
一梅
河
洲
中
(
山
上
惰
神
人
鳶
吸
レ風
飲
露
不
遼
一五
鍛
心
如
一淵
泉
一
形
知
冤
女
靹
萍
根
不
γ
愛
仙
霊
為
}冖之
臣
觸
不
捜
藩
怒
愿
懿
為
二之
便
濡
丕
恵
云
々
」
と
あ
り
、
又
荘
子
の
遒
遙
篇
に
は
「藐
姑
射
山
轟
人
居
焉
肌
膚
若
泳
雪
潭
約
港
塋
餐
晒五
鍛
鬣
毯
餐
轟
飛
需
遊
茜
海
之
外
一
其
神
凝
蕩
丕
疵
璃
而
年
穀
遜
と
述
べ
て
い
る
事
に
ょ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
又
当
時
の
山
の
ひ
じ
り
達
の
性
格
か
ら
/0/価 僧考
も
窺
わ
れ
、
そ
れ
が
前
述
の
「
不
望
日
食
」
或
は
「
習
仙
方
法
、
最
初
断
∵穀
」
と
云
わ
し
め
、
遂
に
「
我
得
仙
道
、
飛
行
自
在
、
昇
天
入
」
「
自
作
仙
人
」
「
聖
人
得
此
仙
洞
、
心
生
歓
喜
、
永
離
人
間
、
籠
居
仙
洞
」
と
云
う
神
仙
的
な
結
果
を
表
現
し
も
た
ら
し
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
神
仙
的
な
色
彩
を
持
つ
ひ
じ
り
達
は
、
或
る
特
定
の
山
に
仙
霊
と
云
う
も
の
を
意
識
し
、
又
修
行
の
場
を
理
想
郷
と
し
又
現
実
の
神
仙
境
と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
当
時
吉
野
金
峯
山
が
「
躍
艪
黠
野
欲
勤
神
仙
莎
追
讐
尹
一
レ
」
と
云
わ
れ
蝙
、離
士.
此
地
仙
霊
籌
鬚
姑
射
掵
」
と
云
い
、
又
「
雛
士.
靄
姑
鬚
書
望
袖
笹
「
饕
誰
説
桃
礬
」
「
鸞
河
廻
桃
源
深
」
と
云
わ
れ
て
饕
の
理
想
郷
と
し
神
仙
郷
と
す
る
思
想
が
強
か
つ
た
為
、
吉
野
金
峯
山
又
そ
の
一
連
の
葛
城
山
で
の
修
行
が
理
想
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
霊
異
記
に
示
す
役
行
者
が
葛
城
山
に
於
て
、
巖
窟
に
居
住
し
葛
を
被
き
松
を
餌
い
清
水
の
泉
に
沐
み
欲
界
の
垢
を
濯
ぎ
孔
雀
の
呪
法
を
修
行
し
後
遂
に
仙
人
と
な
つ
て
空
え
飛
ん
で
行
つ
た
と
云
う
伝
説
も
、
こ
う
し
た
事
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
又
大
安
寺
流
の
祖
で
あ
る
道
慈
が
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
吉
野
竹
総
山
寺
に
隠
遁
し
た
頃
、
長
屋
王
の
宴
に
招
か
れ
た
時
「
僧
既
方
外
士
、
何
煩
レス
宴
宮
幅」
と
云
つ
て
之
を
辞
し
、
蘿
を
結
ん
で
垂
幕
と
し
石
を
現
に
し
て
岩
の
中
に
臥
し
、
杖
を
策
し
て
峻
嶺
を
登
り
襟
を
披
い
て
秋
風
を
受
く
る
生
活
を
し
た
の
は
、
理
想
郷
で
あ
る
神
仙
郷
で
の
生
活
を
好
ん
で
い
た
の
-で
、は
な
か
ろ
う
か
。
五
さ
て
以
上
の
様
な
事
か
ら
考
え
る
に
、
所
謂
国
家
仏
教
と
庶
民
仏
教
と
の
媒
介
者
と
云
わ
れ
る
ひ
じ
り
の
鱒
部
に
前
述
の
如
き
庶
民
と
の
接
触
を
持
た
な
い
非
僧
伽
的
な
一
群
の
あ
つ
た
事
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
彼
等
達
は
当
時
山
岳
信
仰
の
中
心
地
で
あ
つ
た
吉
野
金
峯
山
或
は
葛
城
山
に
入
り
、
、
特
に
吉
野
山
が
古
代
よ
り
山
自
/02
体
の
自
然
的
な
魅
力
を
持
ち
、
又
中
国
の
神
仙
思
想
が
観
念
的
智
識
的
に
受
容
さ
れ
る
に
つ
れ
て
現
実
の
神
仙
郷
と
な
つ
た
こ
の
吉
野
で
修
行
し
、
又
そ
れ
に
準
じ
た
各
地
の
名
山
幽
谷
で
修
行
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
日
的
が
小
乗
的
な
苦
行
に
ょ
つ
て
全
て
の
験
力
を
得
て
解
脱
す
る
と
共
に
仙
人
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
に
成
仏
で
は
な
く
不
老
不
死
の
仙
人
と
な
る
こ
と
に
そ
の
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
修
行
方
法
に
於
て
、
孔
雀
明
王
経
を
呪
し
、
或
は
法
華
経
、
般
若
経
等
を
読
誦
し
な
が
ら
も
仙
人
に
成
る
為
仙
を
習
う
と
云
つ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
仏
教
と
神
仙
思
想
と
の
復
合
的
形
態
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
Qこ
れ
溝
山
の
ひ
じ
り
の
一
群
で
あ
る
名
山
幽
谷
に
隠
遁
し
修
行
す
る
僧
達
が
仙
僧
と
云
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
又
之
等
仙
僧
が
ひ
じ
り
と
云
わ
れ
乍
ら
も
非
仏
教
的
な
一
面
を
持
り
て
い
る
と
云
う
こ
と
は
即
ち
神
仙
思
想
と
云
う
側
面
的
な
性
格
を
持
つ
て
い
る
と
云
い
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ち
う
か
。
